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Research Abstract

本研究では、ロベルト・ベラルミーノ、クリストファ・シャイナー、チェーザレ・クレモニーニ、およびガリレオ・ガリレイを中⼼として、彼らの⾃然観がどのよ
うにして形作られたか、彼らの⾃然観はどのように影響しあっていたかを考察した。 
ベラルミーノ、シャイナーその他のローマ学院に学んだり、そこで教鞭をとっていた⼈びともまた、通説とは異なり、中世を通じて信じられていたキリスト教的=
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アリストテレス的⾃然観の⽋点と限界を感じており、その改善に努めていたということが明らかとなった。この点では、クレモニーニやガリレオと変わるところが
なかったのである。 
ただし、ローマ学院の関係者たちは現実の世界を説明でき、しかも聖書の記述と⽭盾しない理論を探し求めていたのに対し、クレモニーニはアリストテレスをアラ
ビアの哲学者アヴェロエスに従って再解釈することでその有効性を回復させようとしていた。ガリレオの場合はまったく異なり、観測された事実から出発して理論
を構築していた。もっとも経験を批判抜きで受け⼊れることはなかった。彼の重要性はしばしば⾔われるように、経験、あるいは観測を重視したということにある
のではなく、それを処理する際に採⽤した⽅法のほうにあると考えるべきである。 
このような事実を考慮して、彼らの間に⽣じた論争は旧来の理論に固執する保守主義者と経験のみに基づいて議論を進めていた進歩的な⼈びととの対⽴といった図
式で理解できるものではなく、旧来の理論とは調和しない経験的事実をどのように評価し、キリスト教的世界観に取り⼊れていくかという態度の相違から⽣まれた
ということを明らかにした。
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